　　　2026ワークシステム　方針

１．ワークシステムの基本的な考え方
· ワークシステムは、おおぜいの組合員によるデポー運営の自治をめざした「協同組合」の自主的な参加理念に立った生活クラブならではのしくみです。
· 組合員は「買うだけのお客さん」ではなく、「出資・利用・運営」に参加する生活クラブ“生活協同組合”の主人公だということを目に見える形にする1つの方法がワークシステムの目的です。
· デポーを運営する上で必要な作業を、組合員が分担して行う労働参加の仕組みです。
· ワークへの参加を通して、参加する組合員同士やワーカーズとのコミュニケーションの豊富化をすすめるとともに、組合員とワーカーズの協働を通して、デポー型共同購入の安定と「おおぜいの人が関わる」デポー運営の活性化をすすめていきます。
· ワークシステムは、ワーカーズの下請けになることではなく、自主的にデポーに関わる手段としてのワークであり、デポー運営への参加の「窓口」と位置づけます。
· 　

２．基本方針
　　・毎年、デポー政策委員会で方針を決定し、方針に沿って各デポー委員会で活動を組み立てます。
　　・ワークシステムは組合員活動として、位置づけます。

２‐1．2026 年度ワークシステム方針
　・2026年度は、2025年度より運用開始している「ワークシステムの基本的な考え方」の周知を各デポー委員会を通じ、組合員へ周知を図ります。
・『ワークシステム基本方針』に沿ってワークシステムを運用していきます。ワークへの参加を通して、参加する組合員同士やワーカーズとのコミュニケーションの豊富化をすすめるとともに、組合員とワーカーズの協働を通して、デポー型共同購入の安定と「おおぜいの人が関わる」デポー運営の活性化をすすめていきます。　
　・出資金在高集会の期間中に、「ワークシステム登録週間」を設定し、デポー委員会が主体となって広く組合員に周知する機会をつくります。
　・デポー委員会、デポー支部が「デポーで主体的に取り組んでいる組合員活動」については、ワークシステムと並行し、参加する組合員同士やワーカーズとのコミュニケーションの豊富化を目指します。

３．ワーク活動の組織運営
0. ワークの組織づくりはデポー委員会の役割と位置付けます。デポーごとに目標人数を決めて、「ワーク」登録を募ります。
0. ワーク運営のコーディネート役は、組合員とします。
0. 各デポーでは、シフトの組立てや、ワーク参加者同士の懇親が行なわれるよう、ワーク集会を開催します。また、ワークからの意見は、運営にフィードバックができるよう対応します。
0. ワーク参加対象者は、デポーを利用する組合員とします。
0. 月ごとにワーク内容・ワーク人数を確定し、ワーク登録者募集人数計画を立てます。
0. ワークの種類には、以下とします。
	種　類
	ワークの内容

	フロアワーク
	フロアへの荷出し、魚・肉・調味料・冷凍品の陳列、野菜・果物の袋詰め、棚卸等

	拡大ワーク
	拡大イベント

	情報ワーク
	組合員へのお知らせやギフト・年末年始カタログの配布、情報作成(通信、メルマガなど) フェア・イベント企画と準備、掲示・配布物の準備

	年末特別ワーク
	OCR予約活動等。予約した消費材の仕分けや、受け渡しを行う。クリスマス、年末の時期

	試食ワーク
	来所者へ試食の提供等



※ワーク中の活動保障はエッコロ制度を活用します。エッコロ制度加入をワーク登録の条件とします。

４．「ワーク」における組合員とワーカーズのパートナーシップの充実について
0. ワーク参加者募集および登録活動、ワーク活動のとりまとめはデポー委員会が行ない、ワークシステムの作業指示、シフト調整は、デポー委員会とワーカーズが連携して行ないます。
0. デポー委員会は、ワーカーズと連携して、新たな組合員の登場を促せるような組み立て、イベントへのお誘いの仕掛け、そのための計画・実行・点検を行います。
· [bookmark: _Hlk60768496]ワーカーズは、毎月ワークの実施状況を点検します。予算を超過している場合は、デポー委員会で調整します。
· 
	
	ワーク計画の立案
	参加者募集＆登録活動
	ワーク登録
名簿作成
	ワーク集会
	月次シフト表作成
	欠員補充・調整
	作業指示
	活動点検

	デポー
委員会
	○
	○
	○
	○
	○
	〇
	〇
	○

	ワーカーズ
（フロア業務）
	○
	
	
	
	○
	○
	○
	○





５．予算とワーク還元額
· 当年度供給高計画の0.5％予算をワーク予算とします。
· 1時間当たりワークの還元額を400円（税込）とし、1人につき1日2時間、１か月20時間を上限とします。各種ワーク活動の内容に差異はありますが、ワークを組合員活動参加の「窓口」として位置づけていることから、還元額は一律とします。
· 各種「ワーク」の優先順位を明確にし、総予算から「ワーク数」を算出し、ワーク全体の組み立てをします（年間・月次）　
· 各デポー委員会の判断で運営していきます。
· ワーク予算は、年度ごとの事業状況を点検し、見直すことも含め検討します。

＜2026年度の各デポーのワークシステム予算の上限とワーク時間の目安＞　　　
	年度計画
	供給高
（年間）
	予算　（年間）
※供給高：0.5％
	予算/月
（平均）

	デポー浦和
	2億4,320万
	122万
	10万2千円

	デポー所沢
	2億1,100万
	105万
	8万7千円

	デポー越谷
	2億2,110万
	111万
	9万2千円

	単協計
	6億7,520万
	338万
	28万1千円




６．ワーク参加人数の拡大
· 各デポーで現状の状況等も踏まえ、ワーク計画数を立案します。ワークの種類の比率は、各デポーで優先順位をもとに判断しすすめます。
· 「ワークシステム」の参加者を拡大します。デポーごとにワークの目標人数を決めて呼びかけます。
　　
７．広報拡充について
0. ワークシステムの意義や意味を広く伝えることが最重要課題です。
0. ワークシステムミニガイドは、デポー政策委員会で作成します。
0. 「出資金在高確認」などイベント活動で、ワーク登録を呼びかけます。
0. ワークシステム自体の見える化として、共通のポスター、ワーク参加予定表を作成し、所定の場所に掲示します。
　　
【活動ツール】
0. 各デポーで活用する以下のツールを共有します。
0. ワークシステムミニガイド
0. ワーク募集ポスター
0. ワーク集約表またはワークカレンダー
0. その他（ワーク名簿等）

８．ワーク参加者（登録者）の共育・学習活動について
0. ワークシステムは、組合員活動の一環として位置付けています。参加・登録する意志ある組合員に対し、生活クラブの価値を共有し、活躍の場にしていきます。デポーが自分たち組合員のものである意識を高めます。
0. 各デポーのワーク集会や説明会では、テーマに沿って学習会や試食会などを企画することを検討します。

以上
59


